
越谷市空家等の適正な管理の促進に関する協定書 

 越谷市（以下「甲」という。）と公益社団法人越谷市シルバー人材セ

ンター（以下「乙」という。）とは、市内における空家等の適正管理対

策（以下「空家等対策」という。）を推進するため、次のとおり協定を

締結する。 

 （目的） 

第１条 この協定は、市民の生活環境を保全するため、市内の空家等

の適正管理を促進することにより、空家等が管理不全な状態になる

ことを防止し、かつ、高齢者の地域社会での活動、貢献及び就労の

機会の増大を図ることを目的とする。 

 （定義） 

第２条 この協定において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞ

れ当該各号に定めるところによる。 

 ⑴  空家等  市内に所在する建築物及び工作物（立木を含む。）で、

常時無人の状態にあるもの並びにその敷地をいう。 

 ⑵  所有者等 空家等の所有者、管理者、相続人又は財産管理人を

いう。 

 （連携事項） 

第３条 甲と乙は、第１条の目的を達成するため、次に掲げる事項に

ついて連携し、協力する。 

 ⑴  空家等の適正管理の促進に関すること。 

 ⑵  空家等対策の周知啓発に関すること。 

 ⑶  空家等対策に係る必要な情報の共有及び発信に関すること。 

 ⑷  前３号に掲げるもののほか、甲及び乙が必要と認める事項 

 （甲が行う業務） 

第４条 甲は、第１条の目的を達成するため、次に掲げる業務を行う。 

 ⑴  乙が行う業務の紹介 

 ⑵  広報活動 

 ⑶  その他第１条の目的を達成するために必要な業務 

 （乙が行う業務） 

第５条 乙は、第１条の目的を達成するため、次に掲げる業務を行う。 

 ⑴  空家等の見回り及び点検 

 ⑵  空家等の清掃、除草及び植木の剪定 

 ⑶  その他第１条の目的を達成するために必要な業務 



 （提携期間） 

第６条 本協定の有効期間は、協定締結の日から１年間とする。ただ

し、期間満了の日の３か月前までに甲又は乙から解約の申出がない

場合は、１年間有効期間を延長する。その後も同様とする。 

２  甲又は乙のいずれかが本協定の解約を申し出る場合は、解約予定

日の３か月前までに書面により相手方に通知することにより、本協

定を解約ができるものとする。 

 （協定の見直し） 

第７条 甲又は乙のいずれかから、本協定の内容の変更を申し出たと

きは、その都度協議の上、変更を行うものとする。 

 （守秘義務） 

第８条 甲及び乙は、本協定の取組により知り得た所有者等に関する

個人情報等を適切に管理し、第１条の目的以外に使用し、又は第三

者に漏らしてはならない。ただし、所有者等の承諾を得た場合又は

個人を特定できない統計情報として使用する場合は、この限りでな

い。 

 （疑義の決定） 

第９条 本協定に定めのない事項又は本協定の定める事項に関し、疑

義が生じた場合は、甲乙協議して解決の方途を定めるものとする。 

本協定の締結を証するため、本書２通を作成し、甲乙それぞれ記名

押印の上、各自１通を保有する。 

令和元年１１月２５日 

   甲  埼玉県越谷市越ヶ谷四丁目２番１号 

越谷市 

越谷市長  

   乙  埼玉県越谷市東越谷一丁目５番地６ 

越谷市産業雇用支援センター３階 

公益社団法人 越谷市シルバー人材センター 

理事長  


